
第 116 回技術倫理協議会 議事録 

１. 日 時：2023 年 7 月 31 日（月） 10:00～12:00 

２. 場 所：オンライン会議（Zoom） 

３. 出席者（役職順／所属順、敬称略） 

出席者 議長: 吉開範章 、副議長: 南裕二、石川孝重、 

幹事: 木下宏揚、横山真吾、鎌田潤一、 

委員: 大澤和敏、皆川勝、森下壮一郎、伊藤 和也、三輪準二、佐藤国仁、

塩原亮一、夏目賢一、 

アドバイザー：三木哲也、札野順 

オブザーバー: 吉沢清晴、事務局：木暮 賢司 

４．議題 

➀ 前回議事録(案)について(審議) (技倫資料115-2-[12]) 

② 公開シンポジウムの議題について(資料無し) 

③ 会員学協会活動報告について(報告) 

④ 次回以降協議会日程について(審議)(資料なし) 

 

５．議事 

① 土木学会からの委員が塚田幸広さんから三輪準二さんに交代した。 

② 公開シンポジウムの開催に向けてのスケジュールを確認し、議題について意見交換 

   を行った。 

③ 次回第117回以降協議会日程について（審議）（資料なし） 

・第117回：2023年8月28日（月） 

＊時間：10:00 ～ 11:30  

＊場所：Zoom 

 

第 116 回技術倫理協議会（2023 年 7 月 31 日）会員学協会活動報告 

 学協会名 報告概要 

1 公正研究推進協会 

継続して、ワーキングごとに、新しい単元の執筆、内容検討などを進め

ている。6 月 12 日（月）以降、理工学分科会は開催されていない。引

き続き、ワーキンググループごとに、倫理教材の新単元について、査

読・執筆・内容検討を進めている。 

2 電気学会 

・7/13 に「特別企画検討 WG」の打合せを実施。特別企画の持続性を検

討するために、WG の時限が 24 年 7 月まで１年延長され、その間に複

数あるイベントの棲み分けや研究論文、講師のシステマチックな確保に

ついて検討していく予定 

・7/28 に「技術者倫理事例集第 3 集 WG 拡大幹事会」を実施（詳細は

口頭で報告予定） 

・過去の事例集（第 1 及び 2 集）で用いられた資料等を参考に、協議会

での紹介資料の作成を検討中 

3 電子情報通信学会 

7/24-25，北海道自治労会館（札幌）にて 2 学会 8 研究会（信学会：

SITE／ISEC／BioX／HWS／ICSS／EMM，情処：CSEC／SPT）で

合同研究会（セキュリティサマーサミット）を開催した．技術と社会・



 学協会名 報告概要 

倫理研究会（SITE）ではバイオメトリクス研究会（BioX）との合同企

画セッションで中島秀之先生をお招きして招待講演「私的人工知能研究

史：人工知能研究の半世紀」を開催した．パネルディスカッションにお

いては，科学史観点からの現在における人工知能研究の課題，および倫

理的諸問題について議論した． 

4 土木学会 
教育小委員会（委員長：秀島先生）が小委員会開催。親委員会は活動な

し。 

5 日本化学会 報告なし 

6 日本機械学会 

機械学会全国大会併設市民フォーラム（技術倫理委員会主催） 

・9月3日（日）、14～17時、参加費無料 

・東京都立大学南大沢キャンパス 

・テーマ「無意識の偏見に気づき、無くしていくため、いまなにができ

るか。ジェンダー平等者会を目指して」 

7 日本技術士会 

2023 年 7 月 5 日（水）14:00-17:00 

日本技術士会 理事会が開催され、倫理委員会の委員が決定された。 

倫理委員長：塩原亮一、副委員長：高橋俊和、中野智仁 

8～9 月に第１回倫理委員会を開催する予定。 

8 日本原子力学会 報告なし 

9 日本建築学会 

・7 月 12 に倫理委員会が開催され、2023 年度倫理委員会運営方針を検

討した。 

１．委員会の目的である以下の事項を実践する。 

（１）「倫理綱領・行動規範」の普及・啓発と継続的な見直し 

（２）建築に関わる倫理問題の事例調査・研究とその成果の普及 

（３）建築に関わる倫理問題についての社会へ向けた情報発信 

（４）出版物，教材等を通じた倫理教育の推進 

（５）その他、建築に関わる倫理問題に関すること 

２．2004 年の倫理委員会発足以来倫理委員会で作成してきた各種教材

及び今後委員会で作成する教材を積極的に広報する。「本会倫理委員会

の活動系譜の整理と、今後の活動方針（案件）について検討を行った。 

10 日本工学教育協会 

・第 71 回年次大会・研究講演会におけるオーガナイズドセッションの

開催準備（2023/9/8） 

・調査研究活動「社会の福利を志向する技術者育成（ポジティブエンジ

ニアリング教育）の可能性の検討」（2022/10～2023/9）に取り組んでお

り、現在はエキスパートパネルを選出して第 1 回評価を実施中 

・今年度のワークショップ開催を準備中 

・学協会誌『工学教育』の小特集にて本委員会の活動報告の掲載を検討 

・第 4 回委員会 7/12 開催 

11 日本非破壊検査協会  

12 
日本マリンエンジ 

ニアリング学会 

 

 

 


